
さんきゅうパパについて
子育てをするために休む方法
企業・団体のご担当の方へ
子どもが生まれるまでも、大切な時間（産前編）
出産を終えたら本格的にパパの出番（産後編）
沖縄県家事・育児参画及び
育休に関するアンケート調査
育休を取得した先輩パパの声

P１～２
P３～４
P５～６
P７～８
P９～10
P11～14

P15～18

も　く　じ

◆おきなわ子育て応援パスポート
○県内の子育て世帯に対して外出先や子育て支援をしているお店や
　施設が探せる妊婦さんや子育て世帯にうれしい応援サービスです。
○「子育てファミリー応援店・施設」で「おきなわ子育て応援パスポート」を提示すると、
　お店・施設が独自に設定する商品の割引やサービスなど、様々な特典が受けられます。

◆育児休業制度　特設サイト（厚生労働省）　
https://www.mhlw.go.jp/seisakunitsuite/bunya/koyou_roudou/koyoukintou/ryouritsu/ikuji/

リーフレット「マンガでわかる！育児休業制度」
https://www.mhlw.go.jp/seisakunitsuite/bunya/koyou_roudou/koyoukintou/ryouritsu/ikuji/
common/pdf/IKUJI_small.pdf

◆育児・介護休業法に関する動画（厚生労働省）
改正育児・介護休業法（令和４年４月１日施行、令和４年10月１日施行、令和５年４月１日施行）に対応
した動画です。

「知っておきたい　育児・介護休業法」（所要時間約17分）
https://www.youtube.com/watch?v=HS72Ea6dAHc

「知っておきたい（ダイジェスト版）」（所要時間約６分）
https://www.youtube.com/watch?v=thB_kbePtYo

社内研修用資料（育児関係）
https://ikumen-project.mhlw.go.jp/company/training/

人事担当者にも読んで欲しい！！

パパ育休取得応援
ハンドブック
～家事と育児、仕事の両立に向けて～

発行：沖縄県子ども生活福祉部 女性力・平和推進課
事業：令和５年度 男性のチカラ向上応援事業
2024年３月発行 沖縄県

［子育て支援情報］























男性の家事・育児参画及び育休に関するアンケート調査（沖縄県）

〈男性／年代〉 〈女性／年代〉

■ 20代
■ 30代
■ 40代
■ 50代
■ 60代以上

■ 20代
■ 30代
■ 40代
■ 50代
■ 60代以上

48％

6％1％

15％

30％
41％

31％

17％

9％2％

全ての世代において、
男性の育休取得に
8割以上が賛成、

9割が賛成・やや賛成と
いう結果に

　　なっています

男性の理想の
育休期間は

「1年以上」取得することが望ましい
との回答が最も多かったのですが、
男性が実際に取得した期間で

一番多かったのは「1ヵ月～3ヵ月未満」と
なっています

出典：令和５年度男性の家事・育児参画及び育休に関するアンケート調査結果概要より抜粋

風呂の掃除 4位
洗濯物を干す 5位
洗濯物をたたむ 6位

3位

4位

5位

6位

7位

8位

・食事の準備・部屋掃除は女性、ゴミ捨て・風呂掃除は男性の役割の傾向あり。
・男性は食事の片付けはやっている傾向はあるが、食事の準備・部屋の掃除にも関わることができれば、女性の家
  事負担の軽減につなげられる。

男性　育児　ランキング 女性　育児　ランキング

男性　家事　ランキング 女性　家事　ランキング

・子どもの送迎については、男性が送って、女性が迎えにいくという育児の分担ができているのではないか。
・子どもと遊ぶ・子どもを風呂に入れるのは男性の役割の傾向あり。
・子どもが急病になったときの対応、寝かしつけ・夜泣きの対応は、女性の役割の傾向あり。
   この役割に、男性が関わることで、女性の育児負担の軽減につなげられる。

知っている
45％

少し知っている
28％

あまり
知らない
20％

知らない７％
(２) 育児・介護休業法についてご存じですか？

(３) 男性が育休を取得することについて

(４) 男性が育休を取得するの際の妥当な期間はどのくらいだと思いますか？（男女比較）

回答 （２）育児・介護休業法について
　   ご存じですか？

知っている 291
少し知っている 184
あまり知らない 127
知らない 48
総計（人） 650

80％
10％

10％

88.7％
9.4％

1.9％

85.3％
10.5％

2.5％
1.8％

81％
14.5％

3％
1.5％

80.4％
18.6％ 

1％

20代

30代

40代

50代

60代以上

１～５日未満

５日～２週間未満

２週間～１ヶ月未満

１ヶ月～３ヶ月未満

３ヶ月～６ヶ月未満

６ヶ月～９ヶ月未満

９ヶ月～１年未満

１年以上

■ 賛成　■ やや賛成　■ やや反対　■ 反対

■ 女性　■ 男性

1.6％
3.1％
3.1％
2.8％

5.8％
4.6％

6.2％

23.6％
20.0％

24.0％
26.7％

5.6％

15.5％
16.7％

20.2％
20.5％

ごみ捨て
食事の片づけ
洗濯
風呂の掃除
洗濯物を干す
洗濯物をたたむ
部屋の掃除
トイレの掃除
食事の準備

洗濯
食事の準備
部屋の掃除
食事の片づけ
洗濯物をたたむ
トイレの掃除
洗濯物を干す
風呂の掃除
ごみ捨て

子どもと遊ぶ
子どもを風呂に入れる
学校行事等への参加
子どもが急病になったときの対応
おむつ替え
子ども幼稚園、保育園等への送る
寝かしつけ、夜泣きの対応
子ども幼稚園、保育園等への迎える
ミルクや離乳食を食べさせる
介護・看護

子どもが急病になったときの対応
学校行事等への参加
子どもと遊ぶ
寝かしつけ、夜泣きの対応
子ども幼稚園、保育園等への迎える
おむつ替え
子どもを風呂に入れる
ミルクや離乳食を食べさせる
子ども幼稚園、保育園等への送る
介護・看護

県 内 県 外 国 外 計

男 性 344 46 390

女 性 246 11 1 258

答えない 2 2

総数（回答数） 650

１位
２位
３位
４位
５位
６位
７位
８位
９位

１位
２位
３位
４位
５位
６位
７位
８位
９位
10位

168
154
142
127
104
97
84
72
71
32

168
158
141
139
129
124
119
116
115
81

235
225
219
183
172
167
167
150
144

234
227
218
211
191
191
180
153
148

(1) 主に担当している家事や育児について（複数回答可）

沖縄県HP

⇧
こちらから調査の
結果概要を

ご覧いただけます。

調査期間：令和６年2月6日～2月20日　回収件数：650件（有効回答数、650件）
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男性の家事・育児参画及び育休に関するアンケート調査（沖縄県）

〈男性／年代〉 〈女性／年代〉

■ 20代
■ 30代
■ 40代
■ 50代
■ 60代以上

■ 20代
■ 30代
■ 40代
■ 50代
■ 60代以上

48％

6％1％

15％

30％
41％

31％

17％

9％2％

全ての世代において、
男性の育休取得に
8割以上が賛成、

9割が賛成・やや賛成と
いう結果に

　　なっています

男性の理想の
育休期間は

「1年以上」取得することが望ましい
との回答が最も多かったのですが、
男性が実際に取得した期間で

一番多かったのは「1ヵ月～3ヵ月未満」と
なっています

出典：令和５年度男性の家事・育児参画及び育休に関するアンケート調査結果概要より抜粋

風呂の掃除 4位
洗濯物を干す 5位
洗濯物をたたむ 6位

3位

4位

5位

6位

7位

8位

・食事の準備・部屋掃除は女性、ゴミ捨て・風呂掃除は男性の役割の傾向あり。
・男性は食事の片付けはやっている傾向はあるが、食事の準備・部屋の掃除にも関わることができれば、女性の家
  事負担の軽減につなげられる。

男性　育児　ランキング 女性　育児　ランキング

男性　家事　ランキング 女性　家事　ランキング

・子どもの送迎については、男性が送って、女性が迎えにいくという育児の分担ができているのではないか。
・子どもと遊ぶ・子どもを風呂に入れるのは男性の役割の傾向あり。
・子どもが急病になったときの対応、寝かしつけ・夜泣きの対応は、女性の役割の傾向あり。
   この役割に、男性が関わることで、女性の育児負担の軽減につなげられる。

知っている
45％

少し知っている
28％

あまり
知らない
20％

知らない７％
(２) 育児・介護休業法についてご存じですか？

(３) 男性が育休を取得することについて

(４) 男性が育休を取得するの際の妥当な期間はどのくらいだと思いますか？（男女比較）

回答 （２）育児・介護休業法について
　   ご存じですか？

知っている 291
少し知っている 184
あまり知らない 127
知らない 48
総計（人） 650

80％
10％

10％

88.7％
9.4％

1.9％

85.3％
10.5％

2.5％
1.8％

81％
14.5％

3％
1.5％

80.4％
18.6％ 

1％

20代

30代

40代

50代

60代以上

１～５日未満

５日～２週間未満

２週間～１ヶ月未満

１ヶ月～３ヶ月未満

３ヶ月～６ヶ月未満

６ヶ月～９ヶ月未満

９ヶ月～１年未満

１年以上

■ 賛成　■ やや賛成　■ やや反対　■ 反対

■ 女性　■ 男性

1.6％
3.1％
3.1％
2.8％

5.8％
4.6％

6.2％

23.6％
20.0％

24.0％
26.7％

5.6％

15.5％
16.7％

20.2％
20.5％

ごみ捨て
食事の片づけ
洗濯
風呂の掃除
洗濯物を干す
洗濯物をたたむ
部屋の掃除
トイレの掃除
食事の準備

洗濯
食事の準備
部屋の掃除
食事の片づけ
洗濯物をたたむ
トイレの掃除
洗濯物を干す
風呂の掃除
ごみ捨て

子どもと遊ぶ
子どもを風呂に入れる
学校行事等への参加
子どもが急病になったときの対応
おむつ替え
子ども幼稚園、保育園等への送る
寝かしつけ、夜泣きの対応
子ども幼稚園、保育園等への迎える
ミルクや離乳食を食べさせる
介護・看護

子どもが急病になったときの対応
学校行事等への参加
子どもと遊ぶ
寝かしつけ、夜泣きの対応
子ども幼稚園、保育園等への迎える
おむつ替え
子どもを風呂に入れる
ミルクや離乳食を食べさせる
子ども幼稚園、保育園等への送る
介護・看護

県 内 県 外 国 外 計

男 性 344 46 390

女 性 246 11 1 258

答えない 2 2

総数（回答数） 650

１位
２位
３位
４位
５位
６位
７位
８位
９位

１位
２位
３位
４位
５位
６位
７位
８位
９位
10位

168
154
142
127
104
97
84
72
71
32

168
158
141
139
129
124
119
116
115
81

235
225
219
183
172
167
167
150
144

234
227
218
211
191
191
180
153
148

(1) 主に担当している家事や育児について（複数回答可）

沖縄県HP

⇧
こちらから調査の
結果概要を

ご覧いただけます。

調査期間：令和６年2月6日～2月20日　回収件数：650件（有効回答数、650件）
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男性の家事・育児参画及び育休に関するアンケート調査（沖縄県）

出典：令和５年度男性の家事・育児参画及び育休に関するアンケート調査結果概要より抜粋

男性の実際の育休取得
期間は、1か月～3か月
になっています。

女性は1年以上が一番多く、
47.5％になっています

(５)あなたは育休を取得したことがありますか？ (８)将来、育休を取得したいと思いますか？

回答 将来、育休を取得したいと
思いますか？

はい
いいえ

327

未定
114

総計（人）
209
650

１～５日未満

５日～２週間未満

２週間～１ヶ月未満

１ヶ月～３ヶ月未満

３ヶ月～６ヶ月未満

６ヶ月～９ヶ月未満

９ヶ月～１年未満

１年以上

■ 女性　■ 男性

11.8％

15.7％

31.4％

2.9％

0％

0％

0％

3.2％

10.1％
11.8％

5.7％
9.8％

33.5％
8.8％

7.8％
47.5％

(６)(５)で「はい」と答えた方へ)どのくらいの期間取得しましたか？

(7) 育休中の感想

〔(８)の質問で「はい」「いいえ」と回答した方のご意見〕

はい
40％いいえ

60％
はい
50％

いいえ
18％

未定
32％

〈家庭において〉
• 子どもの日々 の成長を見れたのはとても良かった。社会との繋がりがなくなることは厳しかったので、定期的にサークル活動
（野球）へ参加した（20代、男性）
•子育てに対する理解が夫から得られず、育休手当と子育て支援センターに救われました。パートナーが積極的に子どもと関
わりたい、育休を取得したいのであれば良いですが、育休を取得した後、子どもより昼寝をしたりゲームをするだけ、子ども＋
パートナーの面倒まで見る事になってしまう場合は育休取得お勧めできません。（30代、女性）
•仕事の事も気になるが、完全に子育てに集中する事ができた。仕方ないことではあるが、睡眠不足は否めない（30代、男性）

〈収入面〉
• 社会保険料の支払い免除は良かった！やはり、収入面では雇用保険からの6割は足りない！認可保育園に入れず、育休を延
長した時には雇用保険からの支払いも減り、更に苦しく、やむなく認可外の保育園へ入園させました。そして、社会からの孤立
も感じました。（30代、女性）
•奥さん1人では絶対に大変。積極的に取れるように国又は県で改善すべき（20代、男性）

〈職場において〉
• 未だに残る有言無言問わず前時代的な考え方による職場での圧力やキャリアパスへの不安（40代、男性）
•今回の育休中は会社で私しか出来ない業務があり、そのために会社へ月1回行っている。（30代、女性）
•上の世代である上司からよく思われない。まとめて休みを取る事が難しい為、復帰時になんと言われるかが怖い（20代、男性）

＜「はい」と回答＞
• 育休を取得することが自分の家庭にも、回りまわって会社の為にもなると考えているため。とにかく取得者が当たり前の様に立
ち振る舞わなければ空気は変えられない（30代、男性）
•子どもと100パーセント向き合って育てていけるのは、この時しかないと思っている（30代、女性）
•会社に制度がありますが、実際に使えるかどうかは部署によって様 で々、人が足りないところだと、業務調整ができず、結果取
れないということがあります。今月から男性で育児休業している方がいますが、1年がかりで取得しています（30代、男性）

＜「いいえ」と回答＞
• 給与の減給があるのは、家計的にしんどい。また、次の出産は考えていない（30代、女性）
•職場の人手不足（20代、男性）

(9) 男性の育休取得率の低い理由について
〈意識面〉
• 職場に「迷惑」をかけてしまうかもしれないという恐怖。特に男性の場合はタテ社会、職場での関係を重視する人が多いから
（20代、男性）
•（男性側が）本気で育児をする気が無いと、かえって女性のストレスになるので女性側が消極的なのでは（40代、女性）
•仕事から逃げている感じがして気が引けるから（40代、男性）

〈制度や職場において〉
• 育休を取る前提で人事が組まれていない（＝業務分担ができない）（20代、男性）
•収入面で下がるからだと思う。同僚も収入が下がる為に育休所得を諦めてる人もいる（30代、男性）

(10) 組織の中での工夫、好循環事例について
• 仕事の取捨選択。スクラップやデジタルの活用など転換していく必要があると思います。 本当に必要な業務か、何となく継続
していないかなど組織として見極める必要がある思います（40代、女性）
•復職の時に育児短時間勤務を活用して、復帰しやすい環境を作ってくれた（40代、男性）
•仕事の属人化はやめ、ジョブローテーションで、急に休んだとしても誰かがカバーできるようにする（30代、女性）
•一つの業務に、メイン担当者とサブ担当者をおき、育休に限らず突発的な休み(子どもの病気、忌引、研修等)が必要な時に
お互いフォローできるような分担をしています（30代、男性）
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男性の家事・育児参画及び育休に関するアンケート調査（沖縄県）

出典：令和５年度男性の家事・育児参画及び育休に関するアンケート調査結果概要より抜粋

男性の実際の育休取得
期間は、1か月～3か月
になっています。

女性は1年以上が一番多く、
47.5％になっています

(５)あなたは育休を取得したことがありますか？ (８)将来、育休を取得したいと思いますか？

回答 将来、育休を取得したいと
思いますか？

はい
いいえ

327

未定
114

総計（人）
209
650

１～５日未満

５日～２週間未満

２週間～１ヶ月未満

１ヶ月～３ヶ月未満

３ヶ月～６ヶ月未満

６ヶ月～９ヶ月未満

９ヶ月～１年未満

１年以上

■ 女性　■ 男性

11.8％

15.7％

31.4％

2.9％

0％

0％

0％

3.2％

10.1％
11.8％
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• 子どもの日々 の成長を見れたのはとても良かった。社会との繋がりがなくなることは厳しかったので、定期的にサークル活動
（野球）へ参加した（20代、男性）
•子育てに対する理解が夫から得られず、育休手当と子育て支援センターに救われました。パートナーが積極的に子どもと関
わりたい、育休を取得したいのであれば良いですが、育休を取得した後、子どもより昼寝をしたりゲームをするだけ、子ども＋
パートナーの面倒まで見る事になってしまう場合は育休取得お勧めできません。（30代、女性）
•仕事の事も気になるが、完全に子育てに集中する事ができた。仕方ないことではあるが、睡眠不足は否めない（30代、男性）

〈収入面〉
• 社会保険料の支払い免除は良かった！やはり、収入面では雇用保険からの6割は足りない！認可保育園に入れず、育休を延
長した時には雇用保険からの支払いも減り、更に苦しく、やむなく認可外の保育園へ入園させました。そして、社会からの孤立
も感じました。（30代、女性）
•奥さん1人では絶対に大変。積極的に取れるように国又は県で改善すべき（20代、男性）

〈職場において〉
• 未だに残る有言無言問わず前時代的な考え方による職場での圧力やキャリアパスへの不安（40代、男性）
•今回の育休中は会社で私しか出来ない業務があり、そのために会社へ月1回行っている。（30代、女性）
•上の世代である上司からよく思われない。まとめて休みを取る事が難しい為、復帰時になんと言われるかが怖い（20代、男性）
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•子どもと100パーセント向き合って育てていけるのは、この時しかないと思っている（30代、女性）
•会社に制度がありますが、実際に使えるかどうかは部署によって様 で々、人が足りないところだと、業務調整ができず、結果取
れないということがあります。今月から男性で育児休業している方がいますが、1年がかりで取得しています（30代、男性）

＜「いいえ」と回答＞
• 給与の減給があるのは、家計的にしんどい。また、次の出産は考えていない（30代、女性）
•職場の人手不足（20代、男性）

(9) 男性の育休取得率の低い理由について
〈意識面〉
• 職場に「迷惑」をかけてしまうかもしれないという恐怖。特に男性の場合はタテ社会、職場での関係を重視する人が多いから
（20代、男性）
•（男性側が）本気で育児をする気が無いと、かえって女性のストレスになるので女性側が消極的なのでは（40代、女性）
•仕事から逃げている感じがして気が引けるから（40代、男性）

〈制度や職場において〉
• 育休を取る前提で人事が組まれていない（＝業務分担ができない）（20代、男性）
•収入面で下がるからだと思う。同僚も収入が下がる為に育休所得を諦めてる人もいる（30代、男性）

(10) 組織の中での工夫、好循環事例について
• 仕事の取捨選択。スクラップやデジタルの活用など転換していく必要があると思います。 本当に必要な業務か、何となく継続
していないかなど組織として見極める必要がある思います（40代、女性）
•復職の時に育児短時間勤務を活用して、復帰しやすい環境を作ってくれた（40代、男性）
•仕事の属人化はやめ、ジョブローテーションで、急に休んだとしても誰かがカバーできるようにする（30代、女性）
•一つの業務に、メイン担当者とサブ担当者をおき、育休に限らず突発的な休み(子どもの病気、忌引、研修等)が必要な時に
お互いフォローできるような分担をしています（30代、男性）
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出典：先輩パパ職員の育児休業体験談(沖縄県)
2024年３月12日放送RBCiラジオ「アップ！！」「MUSICSHOWERPlus』リスナーの声より抜粋

先輩パパの声
1.育休取得の
    きっかけは？

2.育休期間中
　大変だったことは？

育休を
取得し

た

第１子ということもあり、成長過程を見た
かったこと。育児ノイローゼで苦しむ女性
もいることを知り、少しでも妻の負担軽減
になればいいなと思ったこと。

同僚の男性から１年間育児休業を取得した
時の様子を聞いたことからでした。

なんとなく育児休業について関心はありました
が、体験者の生の声を聞いて興味がわき、

体験者数名から話を聞いて
取得を決めました。

子どもとじっくり向き合いたい。
妻だけに育児を任せる理由が見当たらない。

俺も育児やりたい、
幸い経済的にも問題ないということで、

育児休業を取得しました。

会社や上司が取るよう勧める事と、
率先して取る事。周りは心配ない
と伝えると取りやすいはず。

双子の妊娠がわかり、
出産直後から育児の手助けが必要ではないかと

思ったことが最初のきっかけです。
職場のみなさんも応援してく

れる雰囲気があり、取得を決めました。

全て大変でした。離乳食作り、
家の掃除、洗濯、

自分たちの夕飯作り、買い物等 。々
そして、何より意思疎通のできない

一人の人間（我が子）とほぼ毎日２４時間
一緒にいないといけないのは大変でした。

昼夜問わず突然泣き出す子ども。
会話ができず、

意思疎通ができないため
何をしたらいいのか分からず、
途方にくれることもありました。

「子どもはかわいい。けど・・・」という
先輩方の気持ちがわかりました。

育児そのものが大変でした。
抱っこして寝かしつけるも、ベッドに置くと起きる。
夫婦で交代しながら対応していたら、
夫婦二人で夜明けを迎えてしまう。

夫婦二人での育児で、余裕だろうと思っていましたが、
年中無休、24時間体制で妥協が一切できないので、

大変でした。

自分自身を家事・育児に追い込むため
専業主夫になる決意をし、妻に先に復職してもらい、

１年は単独で育児休業に臨みました。
単独での育児は想像以上に大変でした。

おむつ交換台が設置されているのが女性トイレのみ、
という場面に何度か遭遇し、
さまよったことがありました。
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「離乳食をきちんと作らないと」
「何時までに何をしないと」等 、々結構、肩肘張って

「きちんとやらないと」と思っていました。
少 怠々けたり、誰かの手をたくさん借りたりして、
自分自身が楽にできる環境を作って、

もっともっと楽しみながら
同じ時を過ごせたらな～と思います。

男性の育休取得率が低い主な理由として、
仕事がとても忙しい、職場に言い出しにくい、
収入が減るのは痛い、家事や育児

に自信がない、男が育休なんて・・・など様 。々
いざ育休を取ってみると「最初は大変だったけれど、

育休を取得して本当に良かった」と思う
自分がいることに気づくはずです。
　長い人生を考えれば、
自分や家族との関わり方を
変えるきっかけとして、
育休を取得してみては。

普段、主として家事や子育てを
担っている妻への感謝、

自分を育ててくれた親への感
謝の気持ちが強くなりました。

子育てを支援してくれる行政にも感謝しています。
休業後も、育児や家事などをできるだけ

担うよう心がけています。

実際には収入が多少下がってしまい、
それも覚悟の上でしたが、

家族と一緒に過ごすことで沢山の思い出や、
幸福感、精神的な安定を得ることが出来たので、
子どもがきっかけで自分の生き方や働き方を
改めて考えさせてくれる良い機会に
なったと思っています。

世の中のお母さんは、「とにかく偉い！」と、
女性の見方が変わりました。

　女性は育児休業を取って当たり前で、
しかも育児が出来て当然、

出来なければ非難される場合もあるかもしれません。
でも、同じ親の「男」だから「偉い」と言われ、
出来なくても責められることはありませんでした。

育児休業手当金の手続きは早めにしよう。
　かわいい子どもの成長が見れたことは

私の人生の宝物になりました。

妻や家庭に対する意識。
妻というものは家事、
育児が同時に出来るもの
だと思い込んでいました。

妻も私と同様、育児初心者であり、
共に協力していくべきパートナーなのです。

１番女性の体力がしんどくて
子どもの世話も寝る暇もない大変な時期が

出産後２－３ヶ月なので、
その期間中は積極的に育児休業をとることをお薦めします。

育児は本当に大変で、気持ちに余裕がなく、
つい写真や動画を撮るのを忘れがちになりますが、忘れずに。

時折振り返ると疲れたときでも元気がでますよ。

僕も張り切って、
いろいろこなしてはいましたが、
週末に限っていたので、

妻の負担はかなり大きかったと思います。
今思い出すと、その時はまだ家事、育児は妻がメインで、
僕は手伝い程度と思っていたかもしれません。
育休については、職場の理解や体制づくりに、
子どもが生まれる前に料理や洗濯、掃除、
買い物を積極的にやっておいて、

慣れておくのも必要かなと思っています。
育休を取ったからといって、

急に全部こなせるわけではない。
手伝うのではなく、一緒にやる、

自分がやるという意識が生まれたら、
育休が充実した時間になるのかなと感じます。

子ども達との信頼関係の基礎を築けたと思い
ます。子ども達にとって父親の存在は母親と
同じくらい大きなものになったと思います。

3.育休を取得して
　自身が変わったことは？

4.これから育休取得
   をする男性へのアドバイス
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さんきゅうパパについて
子育てをするために休む方法
企業・団体のご担当の方へ
子どもが生まれるまでも、大切な時間（産前編）
出産を終えたら本格的にパパの出番（産後編）
沖縄県家事・育児参画及び
育休に関するアンケート調査
育休を取得した先輩パパの声

P１～２
P３～４
P５～６
P７～８
P９～10
P11～14

P15～18

も　く　じ

◆おきなわ子育て応援パスポート
○県内の子育て世帯に対して外出先や子育て支援をしているお店や
　施設が探せる妊婦さんや子育て世帯にうれしい応援サービスです。
○「子育てファミリー応援店・施設」で「おきなわ子育て応援パスポート」を提示すると、
　お店・施設が独自に設定する商品の割引やサービスなど、様々な特典が受けられます。

◆育児休業制度　特設サイト（厚生労働省）　
https://www.mhlw.go.jp/seisakunitsuite/bunya/koyou_roudou/koyoukintou/ryouritsu/ikuji/

リーフレット「マンガでわかる！育児休業制度」
https://www.mhlw.go.jp/seisakunitsuite/bunya/koyou_roudou/koyoukintou/ryouritsu/ikuji/
common/pdf/IKUJI_small.pdf

◆育児・介護休業法に関する動画（厚生労働省）
改正育児・介護休業法（令和４年４月１日施行、令和４年10月１日施行、令和５年４月１日施行）に対応
した動画です。

「知っておきたい　育児・介護休業法」（所要時間約17分）
https://www.youtube.com/watch?v=HS72Ea6dAHc

「知っておきたい（ダイジェスト版）」（所要時間約６分）
https://www.youtube.com/watch?v=thB_kbePtYo

社内研修用資料（育児関係）
https://ikumen-project.mhlw.go.jp/company/training/

人事担当者にも読んで欲しい！！

パパ育休取得応援
ハンドブック
～家事と育児、仕事の両立に向けて～

発行：沖縄県子ども生活福祉部 女性力・平和推進課
事業：令和５年度 男性のチカラ向上応援事業
2024年３月発行 沖縄県

［子育て支援情報］


